
演習解答5 . t t

（ I ) 単調収束定理より. E E l lいた感 註1呦=高圧は別
>

= E [ 感剤は 1 ] =E lE Nal)
& He(w)に

❤

なるw が存在しても成り立つ.）
よって、 Z = & Nelとすると. E [Z ]く

❤

で、 E t zにたかなるんが存在しても粒分は

Yn= E X e に対し、 1YnlE Z である。 同様に定義する.）

よって、 後収束定理より. EEN.た 協 & E a t ] = heE M ]
= E [ l i n Yu) = E l E X ]
度収束

(2） O fで 1 [ x >n ] E 1 [ x >n]であることに注意するに1[x> n]キ0のとき、 X >n )
すると.Fato u の補題（の一般形）より←演習問題4を参照
OElimsupE l号 1 [ x >n ] ] E l i n apE 1 1 [ x >n ] ]

"
E E [binsup1 [ x >n ] ] ぐただ）
= E [ 1 [ た 。 1 ]
= P(X= a ) = 0

よって. 感E に 1 [ x>n ] ] = o x
（3） 前EGG .x)）二点 E 18はない）-「學

h
= f i E（でかが）-8はかって] h
こ た。E l 孨9（#On..h ,x ) ] ( o f f E l )

i n n e r
平均値の定理

- 様 に Z で上からおさえられる。

= E （無言9は+0いた、X ) ]
= E [ 無 9はかな~8は"] = E [年8はx D

y
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（4） 中は1= ドどがd x = [ な ど が I ' = 塔 = ぼぼ
i t

=
ぼくどきどき）

= e . 2の母等） =でもsine（き）T M T t

ol'は）= もどきs i n e（き）+ i s i nc'（き）.う

が(N=一年でs i n e（き）+ I e sie'（き）
+ でできsine'（き）.I t E sine"（き）.年

今、 Sin'10）=0， sine"10）=一言であるので、

d'(o)= I , f"に）= 一年 - I - _ - j
琵×に興=I , Va r a ] = - 4 "H t t ) 2=5 - f = E y

（ち） 標準正規分布で導出すれば十分.

などが武桃-E)

"

にた
だ

ep fきがが）咷ジ）d x

= e x i t ) L!高咷がいが）d x
八

- R ti tw w w . R t i t
i t a s 左図のような積分経路を考えると.fifteen Cauchyの積分定理より

CR.4

km - d x → o

た-_-dx= 0 である.

|fan . . . a _ ， 。 であることはすぐわかるので、

f?計外派のが） d)にパ岸州でいないが）d)(
t q =は計外が州☆k i d _ h i kid)（ = 1
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よって 標準正規分布のは.は中は1= どぎである。

特性関数の性質より N IM62）のは.は e =ができが，
に ECでの（62-+9）]= どがE [ ど は 'Z ] = ど がe

#

が）

Z ~ N 10.1）

（6） 高2
に 指数分布の特性関数府を正側と負側でそれぞれ用いて、

01がさは+高）= I 2た = 高
を得る）

（7） 。コーシー分布は 「 t>02 E 1で]=

❤

となる.
-指数分布 は E [ ど り = f などとがdx = f ので""d k

より、 加入の時、発散する.

（8） 1で " I f I より、 優収束定理が使えて

皆.ECでが] = E [ 鞱 ど町= E [ ど が ]

"

E l （約：X:_がい）2] = ※ ※ did;E [ X Nj ]
- 2 E d i E CX iXm )
t E [ 愉 ]

ここで、 E =(E[ X iXi ]）i ,j , b= ( E l k kit)： とおくと.
h

m i n のをd - 2 でb の解 のを用いて、 上のかかい とすれば良い.
dER" m

Kerk)を E のKernelとする.(Kerk)=lueが I いない。1）
はE Ker（2）に対し、 U E U=0であることから.E Kないか）2]=0である。
つまり. 点U :X i a o (as.）である。
このことから. U E Kerk)に対し. で b= EKEUNi)が、1]=0であることも
わかる。 つまり. b eKerk)上である.
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←
☹な(Kerk)う

よって、 E の 一般化逆行列 I を用いて、 b= E s t b が成り立ち、

な ん ば b = ( d - I b)を（よぐん）-b

#

など

b

を得る よって. I の解は . I = が t u ( uE Kerk)）で与えられる。
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